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                 徳山工業高等専門学校研究紀要投稿の手引  

              (2017 年 5 月 16 日改 正 )  
 
                           紀要編集 委員会  
 
1 .投 稿者  
 投稿に あたっ ては 徳山工業 高等専 門学 校研究紀 要（以 下「 研究紀要 」とい う。）

投稿要項 に従っ て下 さい。原 稿は研 究紀 要投稿要 領に示 す投 稿資格個 人（共 著の

場合代表 者）の 名で 提出して 下さい 。  
 
2 .原 稿提出 期日  
 原稿は 紀要編 集委 員会で定 めた期 日に 限り、受 付けて おり ます。  
 
3 .投 稿原稿  
3 . l  投稿区 分  
 研 究 紀 要 に は 、 i )論 文 、 i i )調 査 報 告 の 投 稿 区 分 が 設 け ら れ て お り ま す の で 、 投

稿要項を ご覧下 さい 。  
3 .2  原稿 の具備 すべ き条件  
 投稿原 稿の具 備す べき条件 として 考え られるの は、  
 1)独創的 である こ と  
 2)内容、 記述に つ いて正確 であり 十分 な推敲が なされ てい ること  
 3)未発表 である こ と  
  の３ 点があ げら れます。  
  3)に関 して、 既 に発表し た内容 を含 む原稿で も、次 に掲 げるいず れかの 項目  
  に該 当する 場合 は投稿を 受付け ます 。  
   1)新 たな知 見 が加味さ れ再構 成さ れた論文 。  
   2)個 々の内 容 について は既に 発表 されてい るが、 統合 すること により 価  
    値のあ る論 文となっ ている もの 。  
   3)限 られた 読 者にしか 配布さ れな い刊行物 に発表 され た論文。  
 個々の 論文が これ らに該当 するか 否か の判定は 紀要編 集委 員会で行 います 。   
 この判 定を容 易に しまた正 確を期 すた め、投稿 にあた って は、既発 表の内 容を  
 含む場 合、ある いは 関連した 内容の 場合 には、これ までど の部 分を、どの 程度、  
 どの刊 行物に 発表 してある かを論 文中 に明確に 記述し て下 さい。   
 なお、 ひとつ の論 文はそれ だけで 独立 したもの でなけ れば なりませ ん。非 常に  
 大部な 論文を 連載 形式で完 結する とい うことは 避けて 下さ い。  
3 .3  原稿 のまと め方  
 原稿は 次のよ うに まとめて 下さい 。  
 1)目的を 明示す る とともに 、重点 がど こにある かが容 易に わかるよ うに記 述  
  して 下さい 。  
 2)既往の 研究・ 技 術との関 連を明 らか にして下 さい。 すな わち、従 来の研 究・  
  技術 、調査 のど の部分を 発展さ せた のか、ど のよう な点 がユニー クなの かを  
  示し て下さ い。  
 3)原稿は 要点を よ くしぼり 、簡潔 に記 述して下 さい。 原稿 は表題、 英文要 約  
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   （ Abstrac t）、本 文、必要 に応じ て謝 辞、文献 の順と し、 本文にま えがき 、  
  あとがき または 結 論をおく 。ただ し、 和文縦書 きにつ いて は英文要 旨を省 略  
   すること ができ ま す。本文 の原稿 は、 例えば次 のよう な順 序で記述 すると よ  
   いと考え られま す 。  
  ①目 的  
  ②方 法  
  ③結 果と考 察  
  ④結 論  
 4)論文の 表題は 簡 潔で、そ の内容 を十 分に明ら かに表 現す るものと して下 さ  
  い。 原則と して ３０字以 内 (英文１ ５ ワード以 内 )としま す 。副題を 付する  
    ことや長い 論文 を分割し て、そ の１ 、その２ …とす るこ とは認め ません 。  
3 .4  キー ワード につ いて  
   内容を十分 に表 わすキー ワード を英 語で３～ ５個選 んで 所定の個 所に記 入す  
 ること 。  
4 閲  読  
4 .1  閲読 の目的  
  投稿 原稿 (論文 、 調査報告 )が 、研究 紀 要に掲載 される 原稿 として、 ふさわ し  
  いもの である かど うかを判 定する ため の資料を 提供す るこ とを目的 として 閲  
  読が行 われま す。 閲読に伴 って見 出さ れた疑義 や不明 な事 項につい て修正 を  
  お願い するこ とが あります 。  
 ただし 、原稿 の内 容に対す る責任 は本 来著者が 負うべ きも のであり 、その 価値  
 は一般 読者が 判断 すべきも のであ りま す。  
4 .2  閲読 依頼  
  閲読 は投稿 論文 内容を考 慮し、 紀要 編集委員 会より 原則 として投 稿者所 属の  
 学科主 任に依 頼し 、学科内 で行い ます 。  
4 .3  閲読 の方法  
 4.3 .1  評   価  
   閲読に あたり 、 投稿原稿 がその 分野 において いかな る位 置づけに あるか 、  
   研究・成 果発表 の 貢献度が 大きい か等 の点につ いて、 以下 の項目に 照らし て  
   客観的に 評価し ま す。  

(1 )  新規性 :内容が 公知・ 既発表ま たは既 知の ことから 容易に は導 き得るも の  
 でないこと 。たとえ ば、以下に 示すよ うな 事項に該 当する 場合 は新規性 があ  
 ると評価さ れます 。  

   a)主 題、内 容 、手法に 独創性 があ る。  
   b)学 界、社 会 あるいは 学校教 育に 重要な問 題を提 起し ている。  
   c )現象 の解明 に 大きく貢 献して いる 。  
   d)創意 工夫に 満ちた教 育実践 等に ついて貴 重な検 討、 経験が提 示され て  
    いる。  
   e )困難な 研究・ 技術的検 討をな しと げた貴重 な成果 が盛 られてい る。  
   f )時宜 を得た 主 題につい て総合 的に 整理し、 新しい 知見 と見解を 提示し  
    ている 。  
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(2 )  有用性 :内容が 工学上 、工業上 、実用 上ま たは教育 上何ら かの 意味で価 値  
があるこ と。  

   た とえば 、以 下に示す ような 事項 に該当す る場合 は有 用性があ ると評 価さ  
   れ ます。  
    a)主題、 内 容が時宜 を得て 有用 である。  
    b)調査・ 研 究・技術 の応用 性、 有用性、 発展性 が大 きい。  
    c )調 査・研 究 ・技術の 成果が 有用 な情報を 与えて いる 。  
    d)実 験、実 測あるい は調査 のデ ータで研 究また は教 育方法等 の参考 とし  
     て寄 与す る。  
    e )新し い数表 ・図表で 応用に 便利 である。  
    f )当 該分野 で の研究・ 技術の すぐ れた体系 化をは かり 、将来の 展望を 与  
     えて いる 。  
    g)調 査・研 究 ・技術の 成果は 実務 にとり入 れられ る価 値をもっ ている 。  
     ある いは 教育実践 の可能 性が 高い。  
    h)本 原稿を 掲載する ことは 高等 教育およ び高専 教育 に益する ところ が  
     大き い。  
    i )今後の 教育 活動、学 校運営 に取 り入れる 価値が ある 。  
    j )問題 の提起 ・試論ま たはそ れに 対する意 見とし て有 用である 。  
  (3 )完成 度 :内容が 簡潔・明 瞭に記 述さ れている こと。  
   本 論の展 開が 読者に理 解でき るよ うに記述 されて いる かについ て評価 しま  
   す 。ただ し著 しい厳密 さ、正 確さ 、完壁さ 、格調 の高 さ等は必 要とし ませ  
   ん 。次の よう な点につ いても 留意 して評価 します 。  
    a )全体 の構成 が適切で ある。  
    b )目的 と結果 が明確で ある。  
    c )既往の 調査 ・研究・ 技術と の関 連性は明 確であ る。  
    d )文章表 現は 適切であ る。  
    e )図・表は わ かり易く 作られ てい る。  
    f )全体的 に冗 長になっ ていな い。  
    g )図・表 等の 数は適切 である 。  

(3 )  信頼度 :内容に 重大な 誤まりが なく、 また 読者から 見ても 信用 の置ける  
  もので あるこ と。 次のよう な点に つい ても留意 します 。  

    a )重要 な文献 が落ちな く引用 され 、公平に 評価さ れて いる。  
    b )従来 からの 技術や研 究成果 との 比較や評 価がな され 、適正な 結論が 導  
    かれて いる 。  
    c )実験や 解析 の条件が 明確に 記述 されてい る。  
 4.3 .2  登載承 認  
   登載の承認 は、 閲読結果 に基づ いて 紀要編集 委員会 で行 います。 閲読者 から  
  の修正 意見が あれ ば、修正 依頼を 行い ます。必 要があ れば 修正意見 を出し た閲  
  読者に 再閲読 をお 願いする ことも あり ます。  
4 .4  論文 ・調査 報告 以外の原 稿の閲 読  
 原則と して紀 要編 集委員会 におい て行 います。 登載可 否に ついては 4.1 に 準じ  
  て行い ます。  
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5 .投 稿原稿 と印 刷原稿  
  投稿原 稿とは 、論 文の閲読 の段階 で用 いるため の原稿 をい います。  
  印刷原 稿とは 、閲 読終了後 に印刷 用に 提出する 原稿で 、そ の投稿方 法は２ 種類  
に大別さ れます 。  
 a)ＰＤＦ ファイ ル 原稿  
 b)版下原 稿（ Word ファイル ）  
       
6 .ペ ージ数  
 研究紀 要のペ ージ 数は、次 のとお りで す。  
 
 人文系 論文・ 報告         １６ページ 程 度  
 その他 の論文 ・報 告       １０ペ ージ 程度  
 
7 .著 作権に つい て     
 (1 )  著作権（ 著作 者人格権 を除く ）が 徳山工業 高等専 門学 校に帰属 するこ とに  
  より 、国立 情報 学研究所 の電子 図書 館や本校 のホー ムペ ージに全 文掲載 され  
  るこ とが可 能に なります 。  
  (2 )  研究紀要 に掲載 された個 々の著 作物 の内容に ついて は投 稿者が責 任をも つ  
  こと になり ます 。  
 (3 )  著作権（ 著作者 人格権を 除く） は機 関に帰属 されま すが 、著者が 自分の 業  

績を まと める 際に 使 用す る場 合や 著者 が 営利 を目 的と せず に 行う 複写 の権 利

は、著者 に残す もの とします 。   
     
8 .そ の他  
 (1 )投稿原 稿は、 提 出日を受 理日と しま す。  
 (2 )投稿原 稿は、体 裁上最小 限必要 とさ れる条件 が満足 され ているか どうか のチ  
  ェッ クがな され 、これが 満足さ れて いない場 合は受 付を 一時保留 し、原 稿を  
  返送 するか 、も しくは著 者に問 合せ を行いま す。  
 (3 )提出さ れた原 稿 は、投稿原 稿、印 刷原 稿ともに 研究紀 要発 行時に返 却いた し  
  ます 。  
 (4 )個々の 原稿に つ いての閲 読内容 は著 者以外に 公表い たし ません。  
 (5 )投稿に 関する 問 い合わせ は下記 の係 までご照 会下さ い。  
  学生 課学生 支援 係（内線 6212）  
 


